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原　 弘 昌
さん

( 小　 島)

｢ 環 境 づ く り｣ か ら

私たちは、先輩から自然豊かなこの町を引き継ぎ、
次の世代の後輩たちに、より住みやすい環境を残して
いかなければならない大事な役割を担っていると思い
ます。
環境問題・人の流出、減少・高齢化等、近年さまざ
まな問題が各地で叫ばれています。三隅町についても、
こうした問題の解決が今求められています。
「環境は人をつくる」と言います。三隅町を含めた
この北浦には、多くの自然があります。このようなふ
れあいは、これからも大切にしなければならないと思
います。しかし、そんな申で育った人たちが、職を求
め、より生活しやすい環境を求めて、外へ都市へと流
出しているのが現状ですし、帰って来たいが帰って来
れない環境であることもまた事実です。
現在三隅町では、道路・下水道の整備から、美術館

の建設、福祉の里づくりとさまざまな形での環境・文
化整備が進められています。これらは将来の三隅の発
展・活性化の為の「町づくり」の基礎となるものだと
期待します。
「町づくり」とは、一人ひとりが考え、声を出し、
行動していく為の環境づくりから始まるのではないで
しょうか。

鳥 打 雅 子 さん

(樅 の 木)

｢ 私 達 と お 年 寄 り の

町 づ く り 」

私達の三隅はこれからどうなるのでしょうか？。暗

中模策のありさまです。私達が、今一番考えなくては

ならないのは老齢化の問題です。そのためにも家庭の

福祉の充実こそが、町づくりの基本だと思います。

私達の回りには次第にお年寄りが増えて参りました。

そのお年寄りこそ自分の事と同時に町づくりに対しても、

相談するお相手なのです。誰かが言っていた様に、人生

50歳から70歳位が一番分別や智恵を発揮出来る年だそ

うです。この人達が私達の本当の先生であり先輩であ

るのです。

福祉社会の構築・充実こそが本当の町づくりと考え

ます。

お年寄りに感謝し、お年寄りに近づき、お年寄りに

相談しながら見守って行きましょう。お互いに助け

合って行くのです。私はこの心が、本当の町づくりだ

と思います。
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